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ポストモダニズムについて言及している。   
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る（to be cast）；   
●そのような配役（casting）は，ある具体的対象として指し示されており（indexical；指標的），その   
時々のもの（occasioned）である；  
・それは，そこで起こっている人と人との関わり（相互作用）におけるアイデソティティを適切なものと  
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いくつかはつかの間のものであり，流動的な状態であるという事実は，われわれのアイデソティティが   
決して固定的したものではなく，常にその途上にあり，また変化に開かれていることを意味する。私た  
ちの占める主体の諸立執も 同時に諸権利と諸義務の構造を持ち込み，「その類の人」の言動について，  
当然行ってもよいことやいけないことを規定する。（p．152）   
しかし，これらの諸立場におけるアイデソティティの糸は，必ずしもいつも何の問題もなく結  
び合わされるというわけではない。それぞれの立場が社会的言説のもとに成り立っているため  

















ティが表されるというのでは不十分である，というのが本論文の問題意識である。   
文脈に応じて多様なアイデソティティがバラバラにありうるというわけではない。それらは  
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設定；Orientation，出来事；COmPlicating action，評価；eValuation，結果；reSOlution，結  
語・しめくくりの言葉；COda）相互の連鎖がどのようなものであるかに焦点が合わせられる。  
ナラティヴの構造に焦点化するこのアプローチでほ，ナラティヴを静的な対象として第三者の  




ると見なされる。   
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ナラティヴほ，語りの内容（ナラティヴ世界）による位置づけ，現実の世界における他者  
（聞き手）との関係における位置づけ，さらには自己に対する位置づけの総体としてなされる。  






























ソティティについて語るということである。   
このような視点ほ，次のようなヴィゴツキー（BbIrOTCKH軋1925／1982）とバフチ  
ソ（6axTHH，1963／1994）の自己に関する考察の基本的姿勢と呼応する。  










とである。さもなければそれらはすく小さまこちらに客体としての側面を向けてよこすだろう。そして沈   
黙し，自己を閉ざし，完結した客体としての姿に凍りついてしまうだろう。（6axTHH，1963／199   
4，p．43）  
つまり，自己のアイデソティティについて，それを語りのなかで他者化したうえで語るという  
























能を共に考慮に入れなければならない（Penuel，＆Wertsch，1995a）。   
ここでいう対話とは，ある完結した一連の会話の連鎖を指すものではない。言葉は常に未決  
定性をあわせ持ち，発せられたあとに続く発話（返答）によってはじめて意味づけられる。そ  
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作者の意図によって発話させられるのであり，意味づけられる。このようなナラティヴは，バ  
フチンの批判するモノローグの世界になりうる。モノローグの世界でほすべての意味や価値な  

























文学におけるクロノトポスは，文学の各ジャンルを決定するうえで本質的な意義をもつ。なぜなら，文   
学の各ジャンルのありようを決定するのも，一ジャンル内の各下位ジャンルを決定するのも，まぎれも   
なくクロノトポスだ，と端的にいえるからである。（…）しかも，クロノトポスは，形式＝内容上のカ   
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それぞれの声が響きあう多声的時空間においては，新たな視点が次々に取り入れられ，未完の  


























機械的で外的なものとなりうるということである。   
全体は，その個々の要素がただ空間と時間のなかで外的な結びつきによって結合され，内的な統一ある  
意味に貫かれていない場合，機械的なものと呼ばれる。そうした全体の部分同士は，たとえ並んで触れ  
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生活世界，もしくは「ありうる（えた）世界」（possible worlds）と「そうである（所与の）  
世界」（the given world）は，「わたし」という行為主体によってそれぞれが応答されること  
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